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秋のレクリエーション！ 

―――― 組合員以外の方も誘ってください ―――― 

秋のレクリエーションは「石見銀山と三瓶小豆原埋没林公園」です。１１月３０日(日)に、石見銀山釜

谷間歩見学＋(三瓶そばorジンギスカン)＋三瓶小豆原埋没林公園見学というプランとなっています。費用

は大人１,０００円、高校生以下５００円で昼食付きです。応募締め切りは１１月１４日です。詳細につい

ては、１０月２３日付けでメーリングリスト配信されたメールをご覧下さい。非組合員の方も参加できま

すので、身近な人を誘って参加してください。 

 

 

教研集会は１２月２２日を予定 
 今年度の教研集会は、１２月２２日(月)を予定しています。島根大学で働く仲間として、いろいろな問

題について一緒に考える大切な機会です。これまであまり参加されていない方も是非来て頂ければと思い

ます。テーマ等は後日お知らせします。なお、この日は土日と祝日の谷間ではありますが、授業最終日で

もあり集会後の「大忘年会」への参加もしやすいのではないかと思いますので、そちらもよろしく予定に

お入れください。 

 

学長会見を行いました 
 １０月１５日に、学長会見を行いました。 

組合からは、委員長・副委員長・書記長・書

記次長が会見に臨みました。学長からは法人評

価の結果や石見銀山での学生の不祥事の問題の

話がありました。また、次期中期目標計画期間

に繰り越せない可能性が高い目的積立金（剰余

金）について、２１年度に完全執行したいが、

その使途についてお知恵を出して欲しいとのこ

とでした。 

組合からは、過重労働になっている現状では

業務分担をうまくやる必要があること、教員の

問題についての団体交渉には総務担当理事だけ

でなく学長も出席するなど，これまでの枠組み

にとらわれず対応して欲しいことなどを伝え、

また大学と問題を共有して、結果として大学に

貢献したいという意志を表明しました。 
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教員問題座談会が開かれました 
１０月１０日に、教員問題座談会が開かれました。参加者は１８名で、組合員で無い方も何名か参加し

てくださいました。 

座談会では、①センター教員の職務内容、研究費、評価の受け方について、②教員の評価と連動したサ

ポート制度の必要性について、などが論議されました。部門を超えたヨコの繋がりがなかなか出来にくい

なかで、組合がこのような意見交換の場を提供していくことも大切だと思われました。 

 

教員アンケートへの協力、ありがとうございました  
 皆様にお願いしていました「国公立大学教員の研究・教育・勤務条件改善に関するアンケート」に、川

津キャンパスで１０４名、出雲キャンパスからは７８名の方の回答を頂きました。ご協力ありがとうござ

いました。全国的な調査ですが、島根大学分を組合で独自に分析し、結果をみなさまへご報告したいと思

っています。 

 

２００８年度中央執行委員会 活動報告 
  第４回及び第５回中央執行委員会が開催されました。それぞれの委員会での議題等は以下のとおりです。 

 

第４回 中央執行委員会【１０月１６日（木）】 

議題 １．組織拡大について 

   ２．レクリエーション企画について 

   ３．全大教労働セミナーと単組代表者会議への派遣 

４．学長選への取り組みについて 

   ５．組合の組織財政検討の枠組みとスケジュール・方向

性について 

   ６．教研集会について 

   ７．団体交渉について 

   ８．組合ニュースについて 

報告 １．全大教教研集会について 

   ２．支部長・専門部長会議について 

   ３．非常勤職員問題について 

   ４．学長会見について 

   ５．教員アンケートについて 

 

 

第５回 中央執行委員会【１０月２８日（火）】 

議題 １．組織拡大について 

   ２．教研集会について 

   ３．ニュース次号について 

   ４．中央執行委員会の定例化について 

    

報告 １．学長選WGについて 

   ２．労働時間管理について 

   ３．教員以外の職員個人評価について 

   ４．レクリエーション企画について 

   ５．教員アンケートについて 

   ６．非常勤問題について 

 

おまけ(編集後記の代わり) 
 

学内で写真のような「危険」シールを見つけました。長年の風雪でシール

がひび割れ、ビリビリ・ギザギザ状態。まさに「危険！」。メディアである

シールという素材自体が、メッセージを強化しているではありませんか。 

ただしこれは経年変化で自然になったもの。古来、日本では古道具などが

年を経て物の怪となるという伝統もあること、きっと「危険」を訴え続けた

シールが意志を持ち、変化(へんげ)したのでしょう・・・。(シールの場所

はご自分でお探し下さい。)（ふ） 


